
（第６号様式） 

座間市立栗原小学校 学校運営協議会 会議録 

会 議 の 名 称 第１回 座間市立栗原小学校 学校運営協議会 

開 催 日   令和６年１１月６日（水） 

開 催 時 間  １５時００分  ～ １６時４５分 

開 催 場 所   座間市立栗原小学校 学びの空間 

議 長   栗原小学校 CS担当総括教諭  

出 席 者 １６名（委員６名・校長・教務・CS担当・総括教諭２名・教諭５名） 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０名 

会 議 の 内 容 

【議 題】①開会挨拶  ②情報交換         

     ③熟議「地域と学校とのつながりを考える～地域学校協働活動と栗っ子～」 

     ④その他(１２月研修会参加者募集・正門前ガードレール撤去) ⑤閉会挨拶 

【主な意見・決定事項など】 

○学校：・２学期もさつまいも調理、畑見学、町探検、水泳教室の見学者対応、キャリア教育講師、ミシ

ン実習補助等で、各学年、保護者を中心とした支援をいただいている。 

・畑見学、さつまいも作り、米作り等では、地域の方からご指導いただいている。 

○委員：・読み聞かせは素話を４５６年で実施。非常に好評につき継続して活動。 

    ・不登校支援では就学前相談が増加傾向にある。支援級についての情報が少ない為、通常級か否

かの判断が親では難しいケースが増えており教育研究所を勧めている。 

    ・不登校支援では中学生の通信制高校の受験時期が年々早まっており（６月から開始）、課題が

見られる。 

    ・ＰＴＡくりくりまつり大盛況。大きな反省もあがらず成功に終わる。ただ、栗原コミュニティ

ーセンターとの連携を試みるも、今年は選挙で中止となってしまった。 

    ・１０月３０日の南栗原の火災に対し、消防団として消火活動に協力。栗小の「学校留置き、集

団下校の対応」に感謝。地域の繋がりの大切さを再確認する機会となった。 

    ・商工会主催のまちゼミに２６店舗参加。６年キャリア教育と今後連携できればよい。 

    ・民生委員の挨拶運動。朝の元気がないことが課題。 

    ・自治会の行事(お祭の出し物)に教育活動と連携できないか模索したい。 

○熟議：・地域行事とＰＴＡ行事の連携を進めていくことで、地域の大きな課題でもある保護者関係の希

薄化を解消できたらよい。協働作業をいれて繋がりを生み出したい。 

    ・不登校家庭の孤立化を未然防止するために、親同士の繋がりの場があるとよい。 

    ・授業以外で保護者が参加できる場面を増やす。→クラブ指導・花壇整備 

    ・教科の専門性を高める為の地域在住ゲストティーチャ―の活用を推進していく。 

    ・日々の授業の支援場面を増やす→児童の自己肯定感に繋がる。 

    ・地域で開催される行事の周知方法に課題（現状、自治会の回覧版のみ） 

○その他：正門前ガードレールは取り外しできるものに変更していく。 

【配付資料】①会次第 ②参加者名簿 ③熟議資料（ボランティアカレンダー等）④前回熟議の写真 

次 回 開 催 予 定   令和７年 ２月５日（水） １４時００分～ 



 


